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注
意
事
項

 
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
は
「
小
説
家
に
な
ろ
う
」
で
掲
載
中
の
小
説
を
「
タ

テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
」
の
シ
ス
テ
ム
が
自
動
的
に
Ｐ
Ｄ
Ｆ
化
さ
せ
た
も
の
で
す
。

　
こ
の
小
説
の
著
作
権
は
小
説
の
作
者
に
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
作
者
ま
た

は
「
小
説
家
に
な
ろ
う
」
お
よ
び
「
タ
テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
」
を
運
営
す
る
ヒ

ナ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
無
断
で
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
及
び
小
説
を
、
引
用
の
範

囲
を
超
え
る
形
で
転
載
、
改
変
、
再
配
布
、
販
売
す
る
こ
と
を
一
切
禁
止
致
し

ま
す
。
小
説
の
紹
介
や
個
人
用
途
で
の
印
刷
お
よ
び
保
存
は
ご
自
由
に
ど
う
ぞ
。

【
小
説
タ
イ
ト
ル
】

　
力
を
手
に
い
れ
し
者

【
Ｎ
コ
ー
ド
】

　
Ｎ
１
５
５
０
Ｄ

【
作
者
名
】

　
Ｓ
．
Ｓ
．

【
あ
ら
す
じ
】

　
少
年
が
仲
間
と
共
に
冒
険
す
る
。
少
年
が
力
を
手
に
入
れ
た
と
き
、
何
か
が

起
こ
る
。
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序
章
：
闇
の
世
界
で
（
前
書
き
）

初
め
て
書
く
小
説
で
す
。

小
説
と
呼
べ
る
も
の
に
は
し
て
い
き
た
い
と
思
う
の
で
よ
ろ
し
く
お
ね
が
い
し

ま
す
。
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序
章
：
闇
の
世
界
で

「
ウ
ッ
ッ
！
！
！
！
！
ウ
ッ
ッ
！
」

う
め
き
声
が
響
く
。

「
ッ
ッ
ッ
！
・
・
・
・
こ
こ
は
・
・
・
・
！
！
こ
こ
は
！
？
！
？
私
は
・
・
・

こ
こ
は
何
処
だ
！
？
」

男
は
、
叫
ん
だ
。
何
も
分
か
ら
ず
、
辺
り
を
見
回
す
。

「
こ
こ
は
！
？
な
ん
だ
こ
こ
！
？
周
り
が
見
え
な
い
・
・
・
な
ん
だ
こ
の
闇
は

！
？
」

闇
の
世
界
。
物
音
一
つ
し
な
い
。
静
ま
り
返
っ
た
世
界
。

「
出
口
は
！
？
私
は
・
・
・
こ
こ
に
い
る
わ
け
に
は
・
・
・
・
」

走
る
。
し
か
し
、
走
れ
ど
走
れ
ど
、
闇
の
ま
ま
、
突
き
当
た
る
事
も
な
い
。
走

っ
て
き
た
足
音
だ
け
が
鳴
り
響
く
。
何
も
な
い
無
の
世
界
。

「
ハ
ァ
ハ
ァ
ハ
ァ
・
・
・
・
・
な
ん
だ
、
な
ん
な
ん
だ
・
・
こ
の
世
界
は
・
・
・

。
」

響
き
渡
る
足
音
。
呼
吸
の
音
も
よ
く
聞
こ
え
る
。
何
も
な
い
世
界
を
男
は
走
り

続
け
る
。

「
ク
ッ
ッ
・
・
・
ダ
メ
か
・
・
・
。
奴
は
・
・
・
い
っ
た
い
ど
う
な
っ
た
ん
だ
・

・
・
私
は
・
・
・
出
来
な
か
っ
た
・
・
・
。
ウ
ッ
ッ
！
！
」
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バ
サ
ッ
ッ
ッ
―
―
―
―
―
―
―
―

男
は
倒
れ
こ
ん
だ
。
無
念
の
念
を
抱
き
な
が
ら
、
何
か
を
気
に
し
な
が
ら
、
何

を
す
る
事
も
出
来
ず
に
―
―
―
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
続
く
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序
章
：
闇
の
世
界
で
（
後
書
き
）

早
く
の
行
き
当
た
り
ば
っ
た
り
に
な
り
そ
う
な
予
感
で
す
・
・
・
。
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第
一
章
：
旅
立
ち
の
日
に

「
タ
ク
ト
！
！
！
早
く
起
き
な
さ
い
！
遅
れ
る
よ
！
」

大
き
な
声
が
家
を
飛
び
出
し
、
草
原
を
駆
け
抜
け
た
。

「
ぅ
・
・
ぅ
う
ん
・
・
」

ベ
ッ
ド
の
上
か
ら
、
小
動
物
が
呻
い
た
か
の
よ
う
な
弱
々
し
い
声
が
す
る
。

「
早
く
し
な
さ
い
！
！
！
！
ア
ン
タ
誕
生
日
ぐ
ら
い
早
く
起
き
れ
な
い
の
か
い

！
！
」

周
り
に
家
が
一
軒
も
な
い
こ
と
を
い
い
事
に
と
て
つ
も
な
い
大
声
を
出
す
。

「
！
！
！
！
！
！
今
日
！
！
！
？
や
っ
べ
！
」

少
年
は
何
か
大
切
な
事
を
思
い
出
し
た
か
の
よ
う
に
飛
び
起
き
、
　
ズ
ド
ォ
ン

！
！
　
と
転
げ
落
ち
た
。

「
い
て
ぇ
・
・
・
」

あ
ま
り
の
痛
さ
に
声
に
も
な
ら
な
い
。

「
！
ヤ
バ
イ
！
！
早
く
し
な
い
と
・
・
・
・
」

少
年
は
、
驚
く
ほ
ど
の
ス
ピ
ー
ド
で
服
を
着
替
え
、

「
母
さ
ん
！
じ
ゃ
あ
行
っ
て
く
る
！
！
」
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と
だ
け
言
い
、
家
を
飛
び
出
し
た
。

「
全
く
あ
の
子
は
・
・
・
。
今
日
が
何
の
日
だ
か
分
か
っ
て
る
だ
ろ
う
に
・
・
・

。
第
一
、
こ
れ
が
長
い
別
れ
に
な
る
っ
て
事
が
分
か
っ
て
ん
の
か
ね
ぇ
。
そ
う

だ
。
ジ
ェ
イ
ム
ズ
さ
ん
に
、
連
絡
し
な
き
ゃ
ね
。
」

母
親
が
心
配
し
て
い
る
の
を
知
ら
ず
に
、
少
年
は
草
原
を
町
の
方
向
に
向
か
っ

て
進
む
。

「
こ
の
草
原
と
も
お
別
れ
か
。
も
う
チ
ョ
ッ
ト
ゆ
っ
く
り
出
て
こ
れ
ば
良
か
っ

た
か
な
・
・
・
。
」

そ
う
言
い
つ
つ
、
進
み
続
け
る
。

天
気
は
快
晴
。
一
転
の
曇
り
も
な
く
、
心
地
良
い
風
も
流
れ
、
さ
わ
や
か
な
天

気
で
あ
る
。

「
い
い
天
気
だ
。
早
く
お
じ
さ
ん
の
家
に
行
か
な
い
と
な
。
」

お
じ
さ
ん
と
は
町
で
一
番
長
生
き
し
て
い
る
老
人
で
あ
る
。

頑
固
な
人
で
お
じ
い
さ
ん
と
呼
ぶ
の
を
極
端
に
嫌
が
る
。
だ
か
ら
皆
、
お
じ
さ

ん
と
呼
ん
で
い
る
。

「
町
だ
！
早
く
行
こ
う
！
遅
れ
る
と
怖
い
か
ら
な
・
・
・
。
」

そ
う
い
っ
て
少
年
は
町
に
向
か
っ
て
駆
け
出
し
た
。

今
、
少
年
の
目
の
前
に
は
古
び
た
洋
館
が
建
っ
て
い
る
。

扉
を
　
カ
ン
カ
ン
　
と
ノ
ッ
ク
す
る
。
し
ば
ら
く
た
っ
て
、
扉
が
　
ギ
ッ
ギ
ギ

ッ
ギ
ィ
ー
　
と
嫌
な
音
を
立
て
な
が
ら
ゆ
っ
く
り
と
開
く
。
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中
か
ら
は
、
ひ
げ
の
立
派
な
男
性
が
現
れ
た
。

「
お
っ
、
お
久
し
ぶ
り
で
す
。
ジ
ェ
イ
ム
ズ
お
じ
さ
ん
。
」

あ
ら
た
ま
っ
て
挨
拶
を
し
、
お
辞
儀
を
し
た
。

「
い
つ
見
て
も
お
若
い
で
す
ね
。
」

「
何
を
言
っ
て
い
る
。
私
は
、
今
年
で
９
２
だ
ぞ
。
若
い
も
何
も
な
い
だ
ろ
う
。

」「
い
え
、
本
当
に
そ
こ
ら
の
６
０
代
よ
り
十
分
お
若
い
。
」

少
年
は
そ
う
い
っ
た
。
し
か
し
、
お
世
辞
で
は
な
い
。

９
０
を
越
え
る
高
齢
で
は
あ
る
が
、
そ
の
姿
は
、
直
立
不
動
と
も
言
う
べ
き
姿

勢
に
キ
ッ
と
見
開
い
た
鋭
い
目
、
武
術
を
た
し
な
ん
で
お
り
、
衰
え
を
知
ら
な

い
強
靭
な
肉
体
を
持
っ
て
い
た
。

「
今
日
だ
っ
た
か
な
？
君
の
誕
生
日
は
。
」

「
は
い
！
」

「
で
は
中
に
入
り
た
ま
え
。
旅
立
ち
の
儀
式
を
始
め
よ
う
。
」

二
人
は
そ
の
洋
館
に
ゆ
っ
く
り
と
足
を
踏
み
入
れ
た
。
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第
二
章
：
伝
説
の
前
に

沈
黙
が
続
く
。
長
い
長
い
廊
下
を
歩
き
続
け
る
。
に
ぎ
や
か
な
町
の
音
す
ら
し

な
い
。
沈
黙
の
世
界
が
そ
こ
に
あ
っ
た
。

「
で
は
、
略
式
で
は
あ
る
が
、
旅
立
ち
の
儀
式
を
行
お
う
」

沈
黙
を
破
っ
た
の
は
ジ
ェ
イ
ム
ズ
だ
っ
た
。

「
は
い
。
」

沈
黙
の
世
界
の
中
、
返
事
の
声
が
響
く
。

「
で
は
、
儀
式
の
間
へ
。
」

そ
う
い
う
と
、
ジ
ェ
イ
ム
ズ
は
一
番
奥
の
部
屋
の
扉
を
開
い
た
。

部
屋
に
は
、
儀
式
を
行
う
た
め
の
セ
ッ
ト
が
組
ま
れ
て
い
た
。
奥
に
は
台
が
置

か
れ
て
お
り
、
手
前
に
は
椅
子
が
、
天
井
は
光
り
輝
き
、
周
り
は
古
代
人
が
描

い
た
か
の
よ
う
な
壁
画
に
囲
ま
れ
て
い
た
。
ま
た
、
台
の
さ
ら
に
置
く
に
は
扉

が
あ
り
、
そ
の
扉
に
は
、
未
だ
見
た
こ
と
の
な
い
文
字
が
書
か
れ
て
い
た
。

「
こ
れ
は
・
・
・
。
す
ご
い
。
」

「
で
は
、
其
処
の
椅
子
に
。
」

ジ
ェ
イ
ム
ズ
は
奥
の
古
び
た
台
の
上
に
立
ち
、
タ
ク
ト
は
手
前
の
古
び
た
椅
子

に
座
っ
た
。
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古
び
た
台
に
は
、
不
思
議
な
模
様
が
刻
み
込
ま
れ
て
い
る
。
太
陽
の
紋
様
が
刻

ま
れ
て
い
る
よ
う
だ
。
一
方
、
タ
ク
ト
の
座
る
椅
子
の
背
も
た
れ
に
も
、
不
思

議
な
文
様
が
刻
ま
れ
て
い
る
。
こ
ち
ら
は
月
の
紋
様
の
よ
う
だ
。

「
こ
れ
よ
り
儀
式
を
行
う
。
準
備
は
良
い
か
？
・
・
・
と
言
っ
て
も
準
備
な
ど

無
い
だ
ろ
う
が
。
」

「
は
い
。
ど
う
ぞ
、
お
進
め
く
だ
さ
い
。
」

タ
ク
ト
は
返
事
し
た
。

ジ
ェ
イ
ム
ズ
は
咳
払
い
し
た
。

「
で
は
、
こ
れ
よ
り
旅
立
ち
の
儀
式
を
執
り
行
う
。
」

「
汝
、
タ
ク
ト
は
、
こ
れ
よ
り
伝
説
を
学
び
、
此
処
に
誓
い
を
立
て
、
旅
に
出

る
事
と
な
る
。
」

「
こ
の
リ
ッ
フ
ェ
国
を
含
む
、
ヴ
ァ
ン
リ
カ
ン
ド
連
合
王
国
に
は
昔
か
ら
、
１

４
歳
に
な
る
と
旅
に
出
る
と
言
う
し
き
た
り
が
あ
る
。
こ
の
旅
で
、
汝
は
、
世

界
を
学
び
、
世
界
を
知
り
、
強
く
な
り
、
成
長
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

そ
の
た
め
に
、
旅
に
出
る
前
に
伝
説
を
学
び
、
最
低
限
の
知
識
を
得
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
よ
い
か
？
」

「
は
い
。
わ
か
っ
て
お
り
ま
す
。
ど
う
ぞ
。
お
話
く
だ
さ
い
。
」

「
で
は
、
伝
説
を
伝
え
よ
う
。
こ
れ
は
、
は
る
か
昔
、
こ
の
地
に
人
も
、
何
も

無
か
っ
た
と
こ
ろ
か
ら
始
ま
る
。
」
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Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
（
現
、
タ
テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
）
は
２
０
０
７
年
、
ル

ビ
対
応
の
縦
書
き
小
説
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
配
布
す
る
と
い
う
目
的
の
基
、

小
説
家
に
な
ろ
う
の
子
サ
イ
ト
と
し
て
誕
生
し
ま
し
た
。
ケ
ー
タ
イ
小
説
が
流

行
し
、
最
近
で
は
横
書
き
の
書
籍
も
誕
生
し
て
お
り
、
既
存
書
籍
の
電
子
出
版

な
ど
一
部
を
除
き
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
関
連
＝
横
書
き
と
い
う
考
え
が
定
着
し
よ

う
と
し
て
い
ま
す
。
そ
ん
な
中
、
誰
も
が
簡
単
に
Ｐ
Ｄ
Ｆ
形
式
の
小
説
を
作
成
、

公
開
で
き
る
よ
う
に
し
た
の
が
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
で
す
。
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
発
の
縦
書
き
小
説
を
思
う
存
分
、
堪
能
し
て
く
だ
さ
い
。

た
ん
の
う

力を手にいれし者
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